
ら
く
ち
ゅ
う
ら
く
が
い
ず
び
ょ
う
ぶ
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■
ど
ん
な
屏
風

｢

洛
中
洛
外
図
屏
風｣

は
、
京
都
の
市
街
と
郊
外
を
鳥
瞰
し
、
そ
こ
に

有
名
寺
社
や
名
所
と
四
季
の
う
つ
ろ
い
を
追
い
、
上
は
内
裏
や
公
方
の

御
殿
か
ら
下
は
町
屋
や
農
家
の
住
ま
い
ま
で
、
そ
こ
に
生
き
る
ひ
と
び

と
の
生
活
と
風
俗
を
描
い
た
屏
風
絵
で
す
。

多
く
は
六
つ
折
れ
（
六
曲
）
の
屏
風
二
つ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
双
と
よ
び
ま
す
。
一
双
の
屏
風
の
片
方
を
一
隻
と
い
い

い
つ
そ
う

い
つ
せ
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
数
は
、
わ
か
っ
て
い
る
も
の

だ
け
で
百
点
近
く
に
な
り
ま
す
。

描
か
れ
た
年
代
は
、
初
期
の
も
の
で
室
町
後
期
の
応
仁
・
文
明
の
乱

後
の
復
興
期
（
十
六
世
紀
前
半
）
を
描
く
も
の
で
す
。
そ
の
乱
で
京
都

の
町
は
壊
滅
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
復
興
の
中
で
、
上

京

か
み
ぎ
よ
う

と
下

京
の
市
街
地
が
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

し
も
ぎ
よ
う

き
ま
し
た
。
そ
の
二
つ
の
市
街
地
は
、
南
北
に
通
ず
る
中
央
の
道
路
一

つ
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
道
路
が
室
町
通
だ
と
考

む
ろ
ま
ち
ど
お
り

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
な
ど
の
初
期
洛
中
洛
外
図
屏

風
の
構
成
は
、
一
隻
は
上
京
を
、
も
う
一
隻
は
下
京
を
中
心
に
描
い
て

い
ま
す
。

初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
聚
楽
第
の
建
設
で
し
た
。
そ
し
て
、
上
京
と
下
京
の
二
つ
の
市
街

じ
ゅ
ら
く
だ
い

地
か
ら
、
両
者
が
合
体
し
町
並
が
続
く
大
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
き
ま

し
た
。

都
市
の
景
観
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
江
戸
時
代
初
期
の
洛

中
洛
外
図
屏
風
で
は
、
豊
臣
家
を
象
徴
す
る
方
広
寺
大
仏
殿
と
、
江
戸

ほ
う
こ
う
じ

幕
府
の
京
都
で
の
象
徴
二
条
城
を
対
峙
さ
せ
て
描
く
ス
タ
イ
ル
が
で
き

ま
し
た
。

そ
れ
以
後
は
西
山
を
背
景
と
す
る
二
条
城
を
一
隻
の
中
心
に
据
え
、

東
山
を
背
景
と
す
る
他
隻
で
は
祇
園
会
（
祇
園
祭
）
の
山
鉾
を
中
心
と

ぎ

お

ん

え

す
る
構
図
が
基
本
型
と
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
は
じ
め
に
は
、
後
水
尾

ご
み
ず
の
お

天
皇
の
二
条
城
行
幸
や
東
福
門
院
入
内
な
ど
が
描
か
れ
ま
し
た
。

と
う
ふ
く
も
ん
い
ん

十
八
世
紀
以
降
の
屏
風
の
景
観
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
変

化
が
な
く
、
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
挙
行
さ
れ
た
後
水
尾
天
皇
の

二
条
城
行
幸
の
有
様
を
幕
末
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
描
き
続
け
ま
し
た
。

洛
中
洛
外
図
屏
風
の
画
面
は
、
か
な
ら
ず
し
も
歴
史
の
あ
る
瞬
間
を

示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
制
作
時
点
で
、
あ
る
寺
院

が
焼
失
し
て
存
在
し
な
く
て
も
、
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
必
要
で
あ

れ
ば
描
き
込
ん
だ
場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
景
観
年
代
と
制

作
年
代
が
同
じ
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
歴
博
甲
本｢
洛
中
洛
外
図
屏
風｣

現
存
す
る
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
最
古
の
も
の
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
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物
館
所
蔵
。
歴
博
甲
本
と
い
わ
れ
、
三
条
公
爵
家
に
伝
来
し
、
そ
れ
か

。

。

ら
町
田
家
に
移
っ
た
の
で
町
田
家
本
と
も
呼
ば
れ
ま
す

重
要
文
化
財

一
隻
の
前
景
に
一
条
通
か
ら
御
霊
前
通
ま
で
の
上
京
を
描
き
、
そ
の

ご
り
よ
う
ま
え

背
後
に
松
尾
社
か
ら
上
賀
茂
社
に
い
た
る
洛
外
の
風
景
を
配
し
ま
す
。

も
う
一
隻
は
前
景
に
一
条
通
か
ら
五
条
通
ま
で
の
洛
中
下
京
の
町
並
、

背
景
に
叡
山
横
川
か
ら
東
福
寺
ま
で
の
東
山
洛
外
を
描
い
て
い
ま
す
。

え
い
ざ
ん
よ
か
わ

地
理
的
な
整
合
性
が
高
く
、
四
季
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
か
ら
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
ご
ろ
の

天
文
法
華
の
乱
に
よ
る
被
災
以
前
の
景
観
を
現
す
も
の
で
す
。

て
ん
ぶ
ん
ほ
つ
け

狩
野
元
信
周
辺
の
画
家
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
千

か
の
う
も
と
の
ぶ

三
百
五
十
九
人
が
描
か
れ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

■
上
杉
本｢

洛
中
洛
外
図
屏

風｣

上
杉
本
は
、
天
正
二
（
一
五

七
四

）
年
織
田
信
長
が

狩
野
永
徳
に
描

か
せ
て

か

の

う

え

い

と

く

上
杉
謙
信
に
贈
っ
た
と
い
う
伝

う
え
す
ぎ
け
ん
し
ん

承
を
も
つ
も
の
で
す
。
現
在
は

米
沢
市
（
上
杉
博
物
館
）
蔵
で

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
一
定
し
ま
せ
ん
が
、
景
観
年

代
は
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二

～
五
四
）
後
半
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

一
隻
は
鴨
川
と
東
山
方
面
を
西
側
か
ら
俯
瞰
し
、
御
所
を
左
端
に
描

き
、
東
山
の
名
所
と
祇
園
会
の
山
鉾
が
主
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
隻

は
北
山
・
西
山
方
面
を
東
側
か
ら
眺
望
し
た
も
の
で
、
花
の
御
所
・
相

国
寺
・
公
武
の
屋
敷
、
嵯
峨
野
・
高
尾
・
栂
尾
・
北
山
・
鞍
馬
な
ど
が

と
が
の
お

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
千
四
百
八
十
五
人
の
様
々
な
身
分
や
職
種
の
人
物
を
描
き
込
み
、

街
路
名
や
方
位
な
ど
二
百
三
十
七
件
の
文
字
注
記
が
あ
り
、
描
か
れ
た

風
俗
と
情
報
量
は
他
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

■
歴
博
乙
本｢

洛
中
洛
外
図
屏
風｣

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
。
近
年
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
景
観
は

｢

上
杉
本｣

に
近
い
天
文
年
間
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
上
杉
本
よ
り

景
観
年
代
が
古
い
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。
も
と
は
、
高
橋
家
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
た
め
高
橋
本
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
財
。
狩
野

。

。

永
徳
の
父
の
松
栄
筆
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す

描
写
人
数
千
六
十
八
名

■
舟
木
本｢

洛
中
洛
外
図
屏
風｣

近
江
長
浜
の
舟
木
家
が
彦
根
で
求
め
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
、
現
在

ふ
な
き

は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
。

舟
木
本
は
洛
中
洛
外
図
と
し
て
は
変
型
の
作
品
で
、
左
右
隻
が
連
続

す
る
構
図
を
と
っ
て
い
ま
す
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の

陣
直
前
の
景
観
ら
し
く
、
左
隻
の
徳
川
家
の
二
条
城
と
、
右
隻
の
豊
臣

家
ゆ
か
り
の
方
広
寺
や
豊
国
廟
を
左
右
に
対
峙
さ
せ
て
描
か
れ
て
い

ほ
う
こ
く
び
よ
う

ま
す
。
描
写
人
数
二
千
七
百
二
十
八
名
。

上杉本に見る庶民のくらし(京都アスニーの陶版から)。
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■
そ
の
他
主
な｢

洛
中
洛
外
図
屏
風｣

は
模
本
で
す
が
、
原
本
は

東
京
国
立
博
物
館
蔵
模
本
（
東
博
模
本
）

狩
野
永
徳
筆
と
い
わ
れ
、
歴
博
甲
本
に
次
い
で
古
い
天
文
八
年
（
一
五

三
九
）
以
降
の
景
観
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

は
、
か
つ
て
佐
渡
両
津
の
回
船
問
屋
本
間
家
が
京
都
で
入

妙
法
寺
本

手
し
た
屏
風
。
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
檀
那
寺
の
妙
法
寺
に
寄
進
さ

れ
ま
し
た
。
画
中
の
両
替
屋
の
大
福
帳
に｢

元
和
七
（
一
六
二
一
）
年｣

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
そ
の
年
が
制
作
年
の
上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
高
津
古
文
化
会
館
（
上
京
区
今
出
川
天
神
筋
下
る
）
蔵
。

高
津
本

こ
う
づ

三
条
通
を
境
に
上
京
下
京
を
両
隻
に
描
く
と
い
う
南
北
の
構
図
が
珍
し

い
屏
風
。
慶
長
最
末
期
か
ら
元
和
初
年
頃
（
一
六
〇
〇
～
二
〇
）
の
制

作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

。

。

池
田
本
は
林
原
美
術
館
蔵

岡
山
藩
池
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
す

元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
三
）
初
頭
の
景
観
で
、
描
写
人
数
は
三
千

人
を
超
え
ま
す
。
重
要
文
化
財
。

歩
く
／
見
る

■
京
都
で
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
複
製
）
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

洛
中
洛
外
図
屏
風
を
パ
ネ
ル
や
陶
版
に
し
て

(
)

(
)

展
示
し
て
い
ま
す

(
)

は
上
杉
本

。

、

1

2

3

(
)

。

は
歴
博
甲
本
、

は
高
津
本

4

(
)

京
都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
（
京
都

1ア
ス
ニ
ー
）

中
京
区
丸
太
町
七
本
松
西
入

(
)

京
の
道
資
料
館

下
京
区
西
洞
院
塩
小
路

2

下
る

(
)

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館

中
京
区
三
条
通
高
倉

3

(
)

阪
急
烏
丸
駅
大
丸
連
絡
地
下
道

4

上段の図は(4)の高津本陶版。下段の図は(1)
の上杉本陶版。


